








要約:   都市部の高校生約 6、500 人を対象として、肥満、高血圧、高コレステロール血

症の割合を求め、肥満と高血圧・高コレステロール血症との関連を求めた。肥満の有所見

率は男子が 12～13%、女子が 8～9%であった。高血圧の有所見率は男子が 3～5%、女子が 1

～2%であった。高コレステロール血症の有所見率は男子が 9～13%、女子が 6～10%であっ

た。いずれの有所見率も全学年を通じて女子よりも男子の方が高かった。いずれの学年に

おいても、男女とも肥満度が大きくなるほど高血圧、高コレステロール血症の割合が増え

る傾向が見られ、肥満と高血圧・高コレステロール血症との関連が示唆された。


